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研究成果報告書 

研究課題名 Excel(GIS)によるため池防災通報システムの構築 
研究開発組合代表者名 福井県土地改良事業団体連合会 

 
１．研究目的 
全国のかんがい用ため池は約２１万個で老朽化による改修が必要なため池は５万箇所

とも言われている。近年の異常気象により、ため池被災も多く、淡路島において平成１６

年１０月２０日の台風２３号と秋雨前線による被災箇所は１千箇所を超え、決壊したため

池は１７８箇所と報じられている。ため池決壊は洪水吐の能力不足が一因であることから、

豪雨による出水量と洪水吐の能力から堤体越水を予測し、危険情報を登録関係機関に自動

通報することを目的とする。 

 

２．研究内容 

本研究開発事業は、図-１に示すように「ため池台帳管理システム」と「ため池防災通

報システム」をＥｘｃｅｌにより構築する。「ため池台帳管理システム」は、防災通報シ

ステムの基礎資料となるもので現地調査データの入力、検索、自動集計などを可能とする。

また､「ため池防災通報システム」は気象庁発表の３時間毎の降雨予測データから、洪水

吐の能力を計算し､ため池堤体越水の可能性を判断し、危険であればその位置をＧＩＳ（地

理情報システム）で地図上に表示するとともに危険情報を登録関係機関に自動通報する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１．システムイメージ 

防災通報システム 台帳管理システム 
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３．目標とする成果 

 

① 全国の都道府県が保有する「ため池データベース」の追加､更新業務を軽減すると

ともにデータベースから危険度判定表を短時間で作成する。危険度判定表より緊急

整備を要するため池を抽出する。 

 

② 「ため池データベース」をＧＩＳで使用すると視覚的に各種の情報が把握できる

ことから､ため池管理や防災に有効利活用する。 

 

③ 降雨予測データから有効雨量､ため池流入量を算定､洪水吐能力と比較して堤体越

水の可能性があれば危険情報を登録関係機関に自動通報する。 

 

④ 現地の水位計から送信される水位情報をメールで受信し､計算水位との差異を検

証する。 

 

 

４．研究成果 

４．１ ため池台帳管理システム 

「ため池台帳管理システム」は図-２に示す ExcelVBA 言語を使用したシステムでフ

リーの GISAcriveX コントロールである MapWindow を使用した。MapWindow の開発言

語は Delphi、VB.net が世界各国で使用されているが､Excel での開発は世界でも例が

なく、特に Excel 2007 における機能強化に期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-２．ため池台帳管理システム 
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（１）機能概要 

・表示と出力 
画面上のため池をヒットすると「ため池台帳」、

「現地写真」、「概略図」を選択表示することが

可能。 

 

 

 

 

 

 

表示と出力 
・危険度判定 

「ため池緊急点検判定表」を本システムで自動作成。 
 
 
 
 
 
 

 

データベース                  緊急点検判定表 
 

・データの更新 
「ため池防災データベース」の更新、が可能。 

現地計測、現地写真などの追加が可能。 
データの更新は現地写真を表示して入力が可能。 

 
データ更新 

・検索機能 
検索条件より該当するため池を表示､リスト出力

も可能。 

 
 

条件検索 
 
 

 

ため池台帳 
現地写真 
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（２）動作環境 

・日本語オペレーティングシステム 

Windows 2000、Windows XP 

・アプリケーション 

Microsoft Excel 2000 以降 

・ＰＣ本体 

Pentium 450 MHz 以上の PC/AT 互換機 

・メモリ 

256ＭＢ以上 

・ハードディスク 

1Ｇ以上の空き容量を推奨 

・ディスプレイ 

SVGA (1024x768)以上の高解像度ディスプレイ 

・ディスクデバイス 

CD-ROM ドライブ 

・その他 

Windows 対応のプリンタ－ 

 

 

４．２ ため池防災通報システム 

（１）実験概要 

ため池防災通報手法は、台帳から事前に流域面積、流路長、ため池面積、洪

水吐寸法などを取得する。1日に 5回、気象庁から発表される予想降雨量から、

前述の諸値を利用して有効雨量を算定し、ため池への流入量を計算する。現地

に設置された水位情報をメールで受信し、この時点以降 1 時間毎の予想水位を

２４時間先まで計算する。図-３に防災情報の配信フローを記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-３．防災情報の配信フロー 
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（２）湯谷堂ため池 

ため池直下に集落が存在しており、短時間に水位変動が顕著に現れる福井県

永平寺町轟地係に存在する湯谷堂ため池を実験用として採用した。 

流域面積  :0.112Km2 

流路長    :0.34Km 

ため池面積:704m2 

洪水吐寸法:1.0m×0.5m 

 

 

 

 

 

 

 

 

ため池位置と水位計測機器 

 

 

（３）実験結果 

平成 18 年 7 月 15 日から大雨予報の発表があり、水位比較と防災情報発信を試

みた。17 日の 7時に 30ｍｍの時間雨量が記録され、最高水位は計測水位、計算

水位とも概ね同値を得たが、堤頂まで残り 27ｃｍで越水予測も無く警報発信に

は至らなかった。しかしながら、水位上昇は計算値が速くなる結果となった。 

15 日 20 時からの計測水位と計算水位比較グラフを図-４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-４．計測水位と計算水位比較 
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要因としては計算諸値の妥当性、初期浸透量、地形勾配を未考慮、外部（河川）

から流入の可能性が考えられる。計算精度を向上させるためには、これらを詳

細に検討する必要がある。 

かんがい期間が終了した 9 月 20 日に水位発信装置を撤去したが、この間、大

きな降雨がなく研究を終了した。 

 

 

 

５．普及活動 

 

・福井県内に存在する受益面積が２ｈａ未満の「ため池緊急点検判定表」を本システム

で自動作成 

 

・平成１８年９月１２日に北海道大学で開催された「農業環境工学関連学会」２００６

年合同大会で発表 

 

 

６．今後の課題 

 

・今回使用の水位発信装置が 130 万円程度と高額で

あるが､ため池の堤高は 15ｍ未満と定義されてい

ることから現在､１万円程度の安価な「超音波計測

機器」を開発中である。ノートパソコン接続で計

測した結果､水位精度は±１ｃｍ程度の結果を得

た。今後は発信装置の開発を実施したい。 

 

・平成１９年１月にリリースされた Excel 2007 の 1 万 6384 列、104 万 8576 行のシート

強化により、全国のため池約２１万ヶ所を本システムで一括管理も実現可能と思われ

る。課題は山積しているが､今後も改良を重ねる予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発中の超音波計測器 




